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(57)【要約】
【課題】映像電圧の交流化駆動にて発生する対向電極へ
のカップリングノイズによるクロストークを防止し、液
晶表示パネルの表示画像の表示品質が劣化するのを防止
する。
【解決手段】対向電圧供給回路は、液晶表示パネルの対
向電極の特定部位から検出した電圧を反転増幅し、対向
電極の対向電圧供給端に供給する反転増幅回路を有し、
前記反転増幅回路は、反転入力端子と出力端子との間に
接続されるフィードバック抵抗を有するオペアンプで構
成され、フィードバック抵抗は、第１抵抗と、それぞれ
スイッチング素子を介して第１抵抗に並列に接続される
ｎ個の抵抗とで構成され、スイッチング素子制御回路に
より、走査位置に応じて、ｎ個のスイッチング素子を選
択的にオン・オフさせてフィードバック抵抗の抵抗値を
可変し、オペアンプの利得を変化させる。
【選択図】図６－１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のサブピクセルと、前記複数のサブピクセルに選択走査電圧を入力する複数の走査
線とを有する液晶表示パネルと、
　前記複数の走査線に順次前記選択走査電圧を供給する走査線駆動回路とを備え、
　前記複数のサブピクセルの各サブピクセルは、対向電極を有し、
　前記対向電極に対向電圧を供給する対向電圧供給回路を備え、
　前記対向電圧供給回路は、前記液晶表示パネルの前記対向電極の特定部位から検出した
電圧を反転増幅し、前記対向電極の前記対向電圧供給端に供給する反転増幅回路を有する
液晶表示装置であって、
　前記反転増幅回路は、反転入力端子と出力端子との間に接続されるフィードバック抵抗
を有するオペアンプで構成され、
　前記フィードバック抵抗は、ｎ個の抵抗と、
　前記ｎ個の抵抗を前記オペアンプのフィードバック経路に挿入、あるいは、前記ｎ個の
抵抗を前記オペアンプのフィードバック経路から取り外すｎ個のスイッチング素子とを有
し、
　前記走査線駆動回路が前記選択走査電圧を供給する前記走査線の位置に応じて、前記ｎ
個のスイッチング素子を選択的にオン・オフさせて前記フィードバック抵抗の抵抗値を可
変し、前記オペアンプの利得を変化させるスイッチング素子制御回路を有することを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記対向電圧供給端から、前記複数の走査線の前記各走査線までの間隔が大きくなる程
、前記オペアンプの利得が大きくなることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記複数の走査線は複数のグループにグループ分けされ、
　前記オペアンプの利得は、前記各グループの走査線毎に変化することを特徴とする請求
項１または請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記フィードバック抵抗は、第１抵抗と、
　それぞれ前記スイッチング素子を介して前記第１抵抗に並列に接続されるｎ個の抵抗と
で構成されることを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の液晶表示
装置。
【請求項５】
　前記フィードバック抵抗は、第１抵抗と、
　前記第１抵抗に直列に接続されるｎ個の抵抗と、
　前記ｎ個の抵抗に並列に接続される前記ｎ個のスイッチング素子とで構成されることを
特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ｎ個の抵抗の抵抗値を、それぞれ、Ｒ１，Ｒ２,...,Ｒｎとするとき、Ｒｎ＝２（

ｎ－１）×Ｒ１を満足することを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれか１項に記
載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記液晶表示パネルは、前記複数のサブピクセルに映像電圧を入力する複数の映像線を
有し、
　前記複数の映像線に映像電圧を供給する映像線駆動回路を備え、
　前記対向電極の前記対向電圧供給端は、前記対向電極の前記映像線駆動回路に近い側の
端部であり、
  前記液晶表示パネルの特定部位は、前記対向電極の前記映像線駆動回路から最も遠い側
の端部であることを特徴とする請求項１ないし請求項６のいずれか１項に記載の液晶表示
装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係り、特に、大型高精細液晶表示パネルの対向電極の電圧変
動を補正する液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示モジュールは、小型表示装置からＯＡ機器、大型ＴＶ等の表示装置とし
て広く普及している。この液晶表示モジュールでは、基本的には少なくとも一方が透明な
ガラス板やプラスチック基板等からなる一対の絶縁基板の間に液晶組成物の層（液晶層）
を挟持して液晶表示パネルを構成する。
　特に、アクティブ素子として薄膜トランジスタを使用するＴＦＴ方式の液晶表示モジュ
ールは高精細な画像を表示できるため、テレビ、パソコン用ディスプレイ等の表示装置と
して使用されている。
　一般に、アクティブマトリクス型液晶表示装置は、一方の基板に形成した電極と他方の
基板に形成した電極との間に液晶層の配向方向を変えるための電界を印加する、縦電界方
式を採用している。また、液晶層に印加する電界の方向を基板面とほぼ平行な方向とする
、横電界方式（ＩＰＳ（In-Plane Switching）方式とも言う）の液晶表示モジュールが実
用化されている。
　この液晶表示パネルは、隣接する２本の走査線（ゲート線ともいう。）と、隣接する２
本の映像線（ソース線またはドレイン線ともいう。）とで囲まれる領域に、走査線から選
択走査信号が入力されたときにオンする薄膜トランジスタと、映像線から映像信号が薄膜
トランジスタを介して供給される画素電極とが形成されて、所謂、サブピクセルが構成さ
れる。
　また、複数の映像線には、液晶表示パネルの周辺部に配置されるドレインドライバから
映像電圧（階調電圧）が供給され、複数の走査線には、液晶表示パネルの周辺部に配置さ
れるゲートドライバから選択走査電圧が供給される。
【０００３】
　液晶は、長時間直流（ＤＣ）が印可されると、液晶の寿命が短くなるため、一定の周期
で、各サブピクセルの画素電極に入力する映像電圧を、対向電極に入力する対向電圧より
も高電位、あるいは、対向電極に入力する対向電圧よりも低電位に変化させる、所謂、交
流化駆動が一般的に行われている。
　アクティブマトリクス型の液晶表示モジュールは、高精細パネルになるに従い映像線の
絶対数が多くなり、交流化駆動における映像線電圧変動時の対向電極に対するカップリン
グノイズが大きくなる。
　また、液晶表示パネルが大型化するにつれ、対向電極に対向電圧を供給する対向電圧供
給源からの抵抗成分が無視できなくなり、対向電圧供給源の近端と遠端では、映像線変動
によるカップリングノイズの差が大きくなるという問題が発生する。
　この問題点を解消するために、特定部位から検出された対向電極の電圧変動の反転信号
を対向電極に供給する技術が知られている。（下記、特許文献１参照）
【０００４】
　なお、本願発明に関連する先行技術文献としては以下のものがある。
【特許文献１】特開平６－１８６５３０号広報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前述の特許文献１に記載されているように、特定部位から検出された対
向電極の電圧変動の反転信号を対向電極に供給するだけでは、液晶表示パネル上に、対向
電圧供給源からの距離に依存したむらが発生するばかりか、クロストーク等による画質劣
化の要因となっていた。
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　本発明は、前記従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、本発明の目的
は、液晶表示パネルにおいて、映像電圧の交流化駆動にて発生する対向電極へのカップリ
ングノイズによるクロストークを防止し、液晶表示パネルの表示画像の表示品質が劣化す
るのを防止することにある。
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述及び添付図面によ
って明らかにする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、下記の
通りである。
（１）複数のサブピクセルと、前記複数のサブピクセルに選択走査電圧を入力する複数の
走査線とを有する液晶表示パネルと、前記複数の走査線に順次前記選択走査電圧を供給す
る走査線駆動回路とを備え、前記複数のサブピクセルの各サブピクセルは、対向電極を有
し、前記対向電極に対向電圧を供給する対向電圧供給回路を備え、前記対向電圧供給回路
は、前記液晶表示パネルの前記対向電極の特定部位から検出した電圧を反転増幅し、前記
対向電極の前記対向電圧供給端に供給する反転増幅回路を有する液晶表示装置であって、
前記反転増幅回路は、反転入力端子と出力端子との間に接続されるフィードバック抵抗を
有するオペアンプで構成され、前記フィードバック抵抗は、ｎ個の抵抗と、前記ｎ個の抵
抗を前記オペアンプのフィードバック経路に挿入、あるいは、前記ｎ個の抵抗を前記オペ
アンプのフィードバック経路から取り外すｎ個のスイッチング素子とを有し、前記走査線
駆動回路が前記選択走査電圧を供給する前記走査線の位置に応じて、前記ｎ個のスイッチ
ング素子を選択的にオン・オフさせて前記フィードバック抵抗の抵抗値を可変し、前記オ
ペアンプの利得を変化させるスイッチング素子制御回路を有する。
【０００７】
（２）（１）において、前記対向電圧供給端から、前記複数の走査線の前記各走査線まで
の間隔が大きくなる程、前記オペアンプの利得が大きくなる。
（３）（１）または（２）において、前記複数の走査線は複数のグループにグループ分け
され、前記オペアンプの利得は、前記各グループの走査線毎に変化する。
（４）（１）ないし（３）の何れかにおいて、前記フィードバック抵抗は、第１抵抗と、
それぞれ前記スイッチング素子を介して前記第１抵抗に並列に接続されるｎ個の抵抗とで
構成される。
（５）（１）ないし（３）の何れかにおいて、前記フィードバック抵抗は、第１抵抗と、
前記第１抵抗に直列に接続されるｎ個の抵抗と、前記ｎ個の抵抗に並列に接続される前記
ｎ個のスイッチング素子とで構成される。
（６）（１）ないし（５）の何れかにおいて、前記ｎ個の抵抗の抵抗値を、それぞれ、Ｒ
１，Ｒ２,...,Ｒｎとするとき、Ｒｎ＝２（ｎ－１）×Ｒ１を満足する。
（７）（１）ないし（３）の何れかにおいて、前記液晶表示パネルは、前記複数のサブピ
クセルに映像電圧を入力する複数の映像線を有し、前記複数の映像線に映像電圧を供給す
る映像線駆動回路を備え、前記対向電極の前記対向電圧供給端は、前記対向電極の前記映
像線駆動回路に近い側の端部であり、 前記液晶表示パネルの特定部位は、前記対向電極
の前記映像線駆動回路から最も遠い側の端部である。
【発明の効果】
【０００８】
　本願において開示される発明のうち代表的なものによって得られる効果を簡単に説明す
れば、下記の通りである。
　本発明によれば、大型高精細液晶表示パネルにおいて、映像電圧の交流化駆動にて発生
する対向電極へのカップリングノイズによるクロストークを防止し、液晶表示パネルの表
示画像の表示品質が劣化するのを防止することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
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　以下、図面を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。
　なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を付け
、その繰り返しの説明は省略する。
　図１は、本発明の実施例の液晶表示モジュールの概略構成を示す図であり、図２は、図
１に示す液晶表示パネル１の等価回路を示す回路図である。
　本実施例の液晶表示モジュールは、液晶表示パネル１、ドレインドライバ２、ゲートド
ライバ３、表示制御回路４、および電源回路（図示せず）で構成される。
　本実施例の液晶表示モジュールは、画素位置対応対向電圧補正回路として、対向電圧検
出端子（ＴＶｃｏｍ）と、反転増幅回路（ＡＭＰ）と、スイッチング素子制御回路（ＳＣ
ＴＬ）とを備える。
　ドレインドライバ２と、ゲートドライバ３は、表示パネル１の周辺部に設置される。例
えば、ドレインドライバ２と、ゲートドライバ３は、液晶表示パネル１の一対の基板の第
１の基板（例えば、ガラス基板）の２辺の周辺部に、それぞれＣＯＧ方式で実装される。
あるいは、ドレインドライバ２と、ゲートドライバ３は、液晶表示パネル１の第１の基板
の２辺の周辺部に配置されるフレキシブル回路基板に、それぞれＣＯＦ方式で実装される
。
　また、表示制御回路４と、電源回路は、液晶表示パネル１の周辺部（例えば、液晶表示
モジュールの裏側）に配置される回路基板にそれぞれ実装される。電源回路は液晶表示装
置に要する各種の電圧を生成する。
【００１０】
　表示制御回路４は、パソコンやテレビ受信回路等の表示信号源（ホスト側）から入力さ
れる表示制御信号（ＣＴＳ）と表示データ（Ｄｉｎ）を、データの交流化等、液晶表示パ
ネル１の表示に適したタイミング調整を行い、表示形式の表示データに変換して同期信号
（クロック信号）と共にドレインドライバ２、ゲートドライバ３に入力する。
　ゲートドライバ３は、表示制御回路４の制御の基に走査線（ゲート線ともいう；ＧＬ）
に選択走査電圧を順次供給し、また、ドレインドライバ２は、映像線（ドレイン線、ソー
ス線ともいう；ＤＬ）に映像電圧を供給して映像を表示する。
　図２に示すように、液晶表示パネル１は、複数のサブピクセルを有し、各サブピクセル
は、映像線（ＤＬ）と走査線（ＧＬ）とで囲まれた領域に設けられる。
　各サブピクセルは、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を有し、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
の第１の電極（ドレイン電極またはソース電極）は映像線（ＤＬ）に接続され、薄膜トラ
ンジスタ（ＴＦＴ）の第２の電極（ソース電極またはドレイン電極）は画素電極（ＰＸ）
に接続される。また、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のゲート電極は、走査線（ＧＬ）に接
続される。
　なお、図２において、ＬＣは、画素電極（ＰＸ）と対向電極（ＣＴ）との間に配置され
る液晶層を等価的に示す液晶容量であり、Ｃｓｔは、画素電極（ＰＸ）と対向電極（ＣＴ
）との間に形成される保持容量である。
【００１１】
　図１に示す液晶表示パネル１において、列方向に配置された各サブピクセルの薄膜トラ
ンジスタ（ＴＦＴ）の第１の電極は、それぞれ映像線（ＤＬ）に接続され、各映像線（Ｄ
Ｌ）は列方向に配置されたサブピクセルに、表示データに対応する映像電圧（階調電圧）
を供給するドレインドライバ２に接続される。
　また、行方向に配置された各サブピクセルにおける薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のゲー
ト電極は、それぞれ走査線（ＧＬ）に接続され、各走査線（ＧＬ）は、１水平走査時間、
薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のゲートに走査電圧（正あるいは負のバイアス電圧）を供給
するゲートドライバ３に接続される。
　表示制御回路４は、１個の半導体集積回路（ＬＳＩ）から構成され、外部から入力され
てくるドットクロック（ＤＣＬＫ）、ディスプレイタイミング信号（ＤＴＭＧ）、外部水
平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、外部垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）の各表示制御信号および表
示用データを基に、ドレインドライバ２、および、ゲートドライバ３を制御・駆動する。
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【００１２】
　表示制御回路４は、ディスプレイタイミング信号（ＤＴＭＧ）が入力されると、これを
表示開始位置と判断し、受け取った単純１列の表示データを、表示データのバスラインを
介してドレインドライバ２に出力する。
　その際、表示制御回路４は、ドレインドライバ２のデータラッチ回路に表示データをラ
ッチするための表示制御信号である表示データラッチ用クロック信号（ＣＬ２）を信号線
を介して出力する。
　表示制御回路４は、ディスプレイタイミング信号（ＤＴＭＧ）の入力が終了するか、ま
たは、ディスプレイタイミング信号（ＤＴＭＧ）が入力されてから所定の一定時間が過ぎ
ると、１水平分の表示データが終了したものとして、ドレインドライバ２のラッチ回路に
蓄えていた表示データを液晶表示パネル１の映像線（ＤＬ）に出力するための表示制御信
号である出力タイミング制御用クロック信号（ＣＬ１）を信号線を介してドレインドライ
バ２に出力する。これにより、ドレインドライバ２は、表示データに対応する映像電圧を
、映像線（ＤＬ）に供給する。
【００１３】
　また、表示制御回路４は、垂直同期信号入力後に、第１番目のディスプレイタイミング
信号が入力されると、これを第１番目の表示ラインと判断して信号線を介してゲートドラ
イバ３にフレーム開始指示信号（ＦＬＭ）を出力する。
　さらに、表示制御回路４は、水平同期信号に基づいて、１水平走査時間毎に、順次液晶
表示パネル１の各走査線（ＧＬ）に選択走査電圧（正のバイアス電圧）を供給するように
、信号線を介してゲートドライバ３へ１水平走査時間周期のシフトクロック（ＣＬ３）を
出力する。
　これにより、液晶表示パネル１の各走査線（ＧＬ）に接続された複数の薄膜トランジス
タ（ＴＦＴ）が、１水平走査時間の間導通する。
　映像線（ＤＬ）に供給された電圧は、１水平走査時間の間導通する薄膜トランジスタ（
ＴＦＴ）を経由して、画素電極（ＰＸ）に印加され、最終的に、保持容量（Ｃｓｔ）と、
液晶容量（ＬＣ）に電荷がチャージされ、液晶分子をコントロールすることにより画像が
表示される。
【００１４】
　液晶表示パネル１は、画素電極（ＰＸ）、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）等が形成される
第１の基板と、カラーフィルタ等が形成される第２の基板とを、所定の間隙を隔てて重ね
合わせ、該両基板間の周縁部近傍に枠状に設けたシール材により、両基板を貼り合わせる
と共に、シール材の一部に設けた液晶封入口から両基板間のシール材の内側に液晶を封入
、封止し、さらに、両基板の外側に偏光板を貼り付けて構成される。
　なお、対向電極（ＣＴ）は、ＴＮ方式やＶＡ方式の液晶表示パネルであれば第２の基板
側に設けられる。ＩＰＳ方式の場合は、第１の基板側に設けられる。
　また、本発明は、液晶パネルの内部構造とは関係がないので、液晶パネルの内部構造の
詳細な説明は省略する。さらに、本発明は、どのような構造の液晶パネルであっても適用
可能である。
【００１５】
　対向電極（ＣＴ）は、液晶表示パネル全体で同一電位となるよう接続されており、反転
増幅回路（ＡＭＰ）からの電圧が、図１のＡ２に示すように、ドレインドライバ用回路基
板を介して、液晶表示パネルの対向電極（ＣＴ）に供給される。
　本実施例では、映像線（ＤＬ）の電圧変動による対向電極（ＣＴ）の変動を補正するた
め、対向電極（ＣＴ）の対向電圧供給点から最遠端に対向電圧検出端子（ＴＶｃｏｍ）を
設け、この対向電圧検出端子（ＴＶｃｏｍ）で検出した電圧（図１のＡ１）を反転増幅回
路（ＡＭＰ）に入力する。
　反転増幅回路（ＡＭＰ）は、後述するように、オペアンプで構成され、反転増幅回路（
ＡＭＰ）の利得（ゲイン）は表示ライン位置に対応して変化する。
【００１６】
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　図３は、１サブピクセルにおける容量を構成する部位を説明するための図である。図３
において、ＬＣはサブピクセルの液晶容量、Ｃｄｃは映像線－対向電極間の寄生容量、Ｃ
ｇｃは走査線－対向電極間の寄生容量、Ｃｇｄは走査線－映像線間の寄生容量である。
　図４は、映像線（ＤＬ）の電圧変動に応じて、寄生容量により対向電極（ＣＴ）がカッ
プリングを受ける様子を説明するための模式図である。
　映像線（ＤＬ）はフリッカーを軽減するため、一般的には隣接する２つの映像線（ＤＬ
）の電圧が逆極性に駆動するように設定されており、図４において、ＤＬＶ（＋）は映像
線（ＤＬ）の正極性の映像電圧、ＤＬＶ（－）は映像線（ＤＬ）の負極性の映像電圧、Ｇ
ＬＶは走査線（ＧＬ）の選択走査電圧である。
　前述したように、映像線（ＤＬ）に入力する映像電圧は、液晶に直流（ＤＣ）が印加さ
れるのを防止するために、一定周期で、対向電極（ＣＴ）の対向電圧（Ｖｃｏｍ）に対し
て極性を反転させている。
　しかし、特定のパターンを表示した場合には、映像線（ＤＬ）に入力される映像電圧が
、一方の極性の映像電圧の方が多くなり、図４のＡ３に示すように、寄生容量のカップリ
ングにより、対向電極（ＣＴ）の電位が変動する。
【００１７】
　その後、対向電圧供給回路（ここでは、反転増幅回路（ＡＭＰ））から対向電圧（Ｖｃ
ｏｍ）が供給されることにより、対向電極（ＣＴ）の電圧は本来の対向電圧（Ｖｃｏｍ）
に戻るが、走査線（ＧＬ）が、オフ状態になる前に、本来の対向電位（Ｖｃｏｍ）に戻る
ことができない場合は、本来書き込むべき電圧とは異なる電圧が液晶容量（ＬＣ）に書き
込まれるため、誤書き込みとなり表示品質が劣化する。
　比較的小型の液晶表示パネルでは、対向電極（ＣＴ）の面積が小さいため、対向電極（
ＣＴ）が変動した場合でも容易に元の電位に復帰し、表示品質が劣化することは少ない。
しかしながら、高精細パネルでは、映像線（ＤＬ）の本数が増大することにより、映像線
－対向電極間の寄生容量（Ｃｄｃ）、および走査線－映像線間の寄生容量（Ｃｇｄ）を介
しての走査線－対向電極間の寄生容量（Ｃｇｃ）の影響が大きくなる。
　また、近年、液晶表示パネル１のフレームリフレッシュレートは、動画対応のため、２
倍速、３倍速駆動が行われており、ゲートのオン時間が益々短くなり、電圧が変動した対
向電極（ＣＴ）が元の対向電圧（Ｖｃｏｍ）に戻るまでの時間が不足することから誤書き
込みが発生し、クロストーク等の画質劣化が顕著になる。
【００１８】
　図５は、特許文献１に記載されている対向電極（ＣＴ）の対向電圧補正回路を示す図で
ある。前述の特許文献１に記載されている対向電極（ＣＴ）の対向電圧補正回路では、セ
ンシングライン２０で検出した対向電極（ＣＴ）の電圧変動を反転回路２１に入力し、こ
の反転信号を対向電極（ＣＴ）に供給するようにしている。
　前述の特許文献１に記載されている液晶表示装置では、液晶表示パネルの対向電極（Ｃ
Ｔ）への供給は液晶表示パネル最外周に供給ラインを設けるなど工夫がなされているが、
液晶表示パネル自体が大型化するため、液晶表示パネル内の抵抗成分が無視できないよう
になり、対向電圧供給端に近い部位と遠端では、対向電圧供給時の時定数差が拡大する。
これにより、例えば、液晶表示パネルの対向電圧供給端から最も遠い位置の対向電極（Ｃ
Ｔ）の電圧検出し、補正した場合、液晶表示パネルの対向電圧供給端に近い側では過補正
となり、遠端側では液晶表示パネル内の抵抗成分により補正不足となる。
　しかしながら、本実施例の対向電圧補正回路の場合、検出した電圧を反転増幅回路（Ａ
ＭＰ）で増幅して、対向電極（ＣＴ）に供給するが、反転増幅回路（ＡＭＰ）の利得を、
液晶表示パネル内の抵抗成分を考慮して、走査中の走査線（ＧＬ）と対向電圧供給端との
間の距離に基づき設定するようにしたので、液晶表示パネル内で均一な補正が可能となる
。
【００１９】
　以下に、本実施例の具体例について説明する。
　図１に示したように、対向電圧（Ｖｃｏｍ）を周辺回路にて生成し、低抵抗な映像線駆
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動回路基板を経由して、液晶表示パネル１の対向電極（ＣＴ）に供給する。図１の場合、
液晶表示パネル上部が、対向電圧供給端の近傍となり、液晶表示パネル下部が対向電圧供
端の遠端側となる。
　対向電極（ＣＴ）は、映像線（ＤＬ）の交流化駆動により、液晶容量（ＬＣ）および各
寄生容量（Ｃｄｃ，Ｃｇｃ，Ｃｇｄ）を介して影響を受け、その量は、１表示ライン上で
の映像線（ＤＬ）の正極性または負極性への変動量差で決まる。
　図９にクロストークの発生しやすい表示パターンを示す。一般的に液晶表示モジュール
のパネルの１画素は、Ｒ、Ｇ、Ｂの３原色のサブピクセルがセットになっており、Ｒ、Ｇ
、Ｂのサブピクセル順に繰り返し配置している。このＲ、Ｇ、Ｂのサブピクセル各々に、
映像線（ＤＬ）と液晶容量（ＬＣ）が接続されており、ドレインドライバ２から、画像情
報である映像電圧が供給される。
　一般的に、隣接する映像線（ＤＬ）に供給される映像電圧は逆極性になるように設定さ
れており、例えば、ノーマリーブラックの液晶の場合、白表示時には、ＲとＢのサブピク
セルに正極性（ＰＯＴ）の最大の映像電圧を印加され、Ｇのサブピクセルに負極性（ＮＥ
Ｇ）の最大の映像電圧を印加される。これが繰り返された場合、つまり白黒を画素単位で
交互に表示した場合は、１ライン中で正極性の映像電圧を供給したＲ、Ｂの映像線（ＤＬ
）に対し、負極性の映像電圧を供給したＧの映像線（ＤＬ）は半分であり、映像線（ＤＬ
）の電圧変動によるカップリングにより、図９のＡに示すように、対向電極（ＣＴ）の電
圧が正極性側にシフトする。
　この状態で、走査線（ＧＬ）がオフ、つまり液晶容量（ＬＣ）への電圧書き込みが終了
した場合は、供給される映像電圧に対し、Ｇのサブピクセルのみが相対的に高い電圧を書
き込んだこととなり、白が緑にシフトすることになる。また、同一の表示ライン上の中間
調（ＭＲＡ）を表示した領域では、１画素単位で明暗が発生し、クロストークと呼ばれる
画質劣化の現象が観察されることとなる。
【００２０】
　前述した対向電圧の変動に起因する画質劣化を改善するため、本実施例では、画素位置
対応対向電圧補正回路で、液晶表示パネルの表示ライン位置に対応した補正電圧を対向電
極（ＣＴ）に与える。
　図６－１は、本実施例の反転増幅回路の一例を示す回路図である。図６－１は、オペア
ンプ（ＯＰ）を使用した反転増幅回路であり、オペアンプ（ＯＰ）の出力端子には、バイ
ポーラトランジスタで構成されるバッファ回路（ＢＡ）が接続される。また、オペアンプ
（ＯＰ）の反転入力端子（－）と出力端子との間には、フィードバック抵抗が接続される
。このフィードバック抵抗は、Ｒａの抵抗と、Ｒ１～Ｒ４の抵抗の並列回路で構成される
。
　図６－１に示す反転増幅回路は、液晶表示パネル１の対向電圧供給端から最も遠端に設
けた、液晶表示パネル下部の対向電圧検出端子（ＴＶｃｏｍ）からの電圧（ＶｃｏｍＳ）
を反転増幅し、増幅した電圧（ＶｃｏｍＯｕｔ）を対向電圧（Ｖｃｏｍ）として対向電極
（ＣＴ）に供給する。なお、図６－１において、ＶｃｏｍＩｎは、本来の対向電圧（Ｖｃ
ｏｍ）である。
　この場合、対向電圧供給端の近傍である液晶表示パネル上部の走査線（ＧＬ）を走査し
ている時は、反転増幅回路の利得（ゲイン）を下げ過補正にならないようにし、遠端であ
る液晶表示パネル下部の走査線（ＧＬ）を走査している時は、液晶表示パネル内抵抗成分
を考慮し利得（ゲイン）を高くして補正不足を補う。
【００２１】
　この走査に応じて、反転増幅回路の利得を変更する方式として、本実施例では、オペア
ンプ（ＯＰ）で構成される反転増幅回路のフィードバック抵抗を可変する。そのため、本
実施例では、図６－１に示すように、Ｒａの抵抗に、１１～１４の抵抗をそれぞれスイッ
チング素子（ＳＷ１～ＳＷ４）を介して並列に接続し、スイッチング素子制御回路（ＳＣ
ＴＬ）により、スイッチング素子（ＳＷ１～ＳＷ４）を選択的にオン・オフして、フィー
ドバック抵抗を可変する。
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　ここで、抵抗１１の抵抗値をＲ１とするとき、抵抗１２の抵抗値Ｒ２は、Ｒ２＝２（２
（２－１））×Ｒ１、抵抗１３の抵抗値Ｒ３は、Ｒ３＝４（２（３－１））×Ｒ１、抵抗
１４の抵抗値Ｒ４は、Ｒ４＝８（２（４－１））×Ｒ１とされる。即ち、１１～１４の抵
抗は重み付けがなされている。
　また、Ｒａの抵抗に、ｎ個の抵抗（図６－１では、１１～１４の４個）が接続される場
合、走査に応じて、オペアンプ（ＯＰ）のフィードバック抵抗を可変する時に、本実施例
では、全走査線を、２ｎ個（図６－１では、２４の１６個）のグループに分割し、当該分
割したグループ単位で、オペアンプ（ＯＰ）のフィードバック抵抗を可変する。
　そのため、スイッチング素子制御回路（ＳＣＴＬ）は、内部に、入力されるシフトクロ
ック（ＣＬ３）をカウントするカウンタを有し、当該カウンタのカウント値に基づき、走
査される走査線（ＧＬ）が、どのグループかを判断し、スイッチング素子制御信号（ＳＳ
Ｗ１～ＳＳＷ４）に基づき、スイッチング素子（ＳＷ１～ＳＷ４）を選択的にオン・オフ
する。
【００２２】
　なお、図６－１のＲｅｓｅｔは、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）に同期した信号（あるい
は、垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ））であり、内部のカウンタをリセットするための信号で
ある。
　スイッチング素子（ＳＷ１～ＳＷ４）のオン・オフのタイミングの一例を図７に示し、
このときの、オペアンプで構成される反転増幅回路のフィードバック抵抗の抵抗値と、表
示ライン位置との関係の一例を図８に示す。なお、図７，図８において、ＨＬＮｏは、表
示ライン位置を表し、１６分割された各グループの走査線に対応する。
　一般に、オペアンプ（ＯＰ）で構成される反転増幅回路の利得（ゲイン）は、（－Ｒａ
／Ｒｂ）で表されるので、フィードバック抵抗の抵抗値が、図８に示すように変化する場
合、オペアンプ（ＯＰ）で構成される反転増幅回路の利得（ゲイン）も、図８と同じよう
に変化する。これにより、対向電圧供給端の近傍である液晶表示パネル上部の走査線（Ｇ
Ｌ）を走査している時は、反転増幅回路の利得（ゲイン）を低くし、遠端である液晶表示
パネル下部の走査線（ＧＬ）を走査している時は、液晶表示パネル内抵抗成分を考慮し利
得（ゲイン）を高くすることができる。
【００２３】
　図６－２は、本実施例の反転増幅回路の他の例を示す回路図である。図６－２に示す反
転増幅回路は、Ｒａの抵抗に、１１～１４の抵抗を直列に接続し、かつ、１１～１４の抵
抗のそれぞれスイッチング素子（ＳＷ１～ＳＷ４）を並列に接続した点で、図６－１に示
す反転増幅回路と相異する。
　図６－２に示す反転増幅回路でも、スイッチング素子制御回路（ＳＣＴＬ）により、ス
イッチング素子（ＳＷ１～ＳＷ４）を選択的にオン・オフして、フィードバック抵抗を可
変することができる。なお、図６－１、図６－２において、抵抗（Ｒａ）に直列、あるい
は、並列に接続される抵抗は、４個に限定されるものではなく、２個、３個、あるいは、
６個以上であってもよい。
　以上説明したように、本実施例では、液晶表示パネル（特に、大型高精細液晶表示パネ
ル）において、映像線（ＤＬ）の交流化駆動に起因する対向電圧（Ｖｃｏｍ）の変動を、
対向電圧供給端からの距離に応じて補正するようにしたので、映像線（ＤＬ）の交流化駆
動にて発生する対向電極（ＣＴ）へのカップリングノイズによる書き込み不足による画質
劣化、あるいは、液晶表示パネル全面でのクロストーク現象による画質劣化が解消される
。
　以上、本発明者によってなされた発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本
発明は、前記実施例に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において種々
変更可能であることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施例の液晶表示モジュールの概略構成を示す図である。
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【図２】図１に示す液晶表示パネル１の等価回路を示す回路図である。
【図３】１サブピクセルの容量を説明するための図である。
【図４】映像線の電圧変動に応じて、寄生容量により対向電極がカップリングを受ける様
子を説明するための模式図である。
【図５】特許文献１に記載されている対向電極の対向電圧補正回路を示す図である。
【図６－１】本発明の実施例の反転増幅回路の一例を示す回路図である。
【図６－２】本発明の実施例の反転増幅回路の一例を示す回路図である。
【図７】図６のスイッチング素子のオン・オフのタイミングの一例を示すタイミングチャ
ートである。
【図８】図６に示すオペアンプで構成される反転増幅回路のフィードバック抵抗の抵抗値
と、表示ライン位置との関係の一例を示すグラフである。
【図９】クロストークの発生しやすい表示パターンを示す図である。
【符号の説明】
【００２５】
　１　液晶表示パネル
　２　ドレインドライバ
　３　ゲートドライバ
　４　表示制御回路
　１１～１４，Ｒａ，Ｒｂ　抵抗
　２０　センシングライン
　２１　反転回路
　ＧＬ　走査線（ゲート線）
　ＤＬ　映像線（ドレイン線、ソース線）
　ＴＦＴ　薄膜トランジスタ
　ＰＸ　画素電極
　ＣＴ　対向電極
　ＬＣ　液晶容量
　Ｃｓｔ　保持容量
  Ｃｄｃ　映像線－対向電極間の寄生容量
　Ｃｇｃ　走査線－対向電極間の寄生容量
　Ｃｇｄ　走査線－映像線間の寄生容量
　ＡＭＰ　反転増幅回路
　ＳＷ１～ＳＷ４　スイッチング素子
　ＴＶｃｏｍ　対向電圧検出端子
　ＳＣＴＬ　スイッチング素子制御回路
　ＯＰ　オペアンプ
　ＢＡ　バッファ回路
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制电路根据扫描位置选择性地接通/断开n个开关元件，以便改变反馈电
阻的电阻值并改变运算放大器的增益。 Ž
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